
 

Copyright © 2018 NTT. All Rights Reserved.   

H11 
長寿命な防食塗料を新たな試験方法で正確に 
選定します 

本試験では、実環境における塗膜の吸水・乾燥挙動を模擬

することで、実環境で長寿命な塗料をより正確に選定できる

ようになりました。また、既存の促進腐食試験より腐食を加

速できるため、より短時間の試験を可能としました。 

本試験法で選定した長寿命塗料の利用により、設備の塗り

替え間隔が長期化でき、保守コスト低減が期待されます。 

 

〈問い合わせ先〉rdforum-scl-ml@hco.ntt.co.jp 
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吸水挙動のシミュレーション結果

促進腐食試験*の流れ
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CCT-Dは実環境と

比較すると吸水が
少なく、塗膜/鋼材

界面まで水が到達
しにくい
→ 含水が不十分

CCT-Aと新試験は
夏場の長時間
濡れで生じる吸水と
同程度の含水

SST
（既存試験）

CCT-A
（既存試験）

新試験
実環境

25℃50h

実環境
25℃20h

塗膜表面

SSTは乾燥工程が

ないため、試験開始
直後を除き飽和含水
→ 過剰な含水

CCT-D
（既存試験）

*促進腐食試験 腐食を加速し、試料の耐腐食性を評価する試験

理想的な
吸水の範囲
（実環境と同じ）

新試験

×

促進腐食試験*に供した塗膜試験片

塗膜/鋼材界面
に達した水・酸素が
鋼材を腐食させる
↓

本試験は、実環境における
塗膜の吸水・乾燥挙動を再現
↓

実環境における塗料の正確な
性能を評価可能に

ＳＳＴは乾燥工程がないため、
実環境と比較して過剰な含水

新試験は、実環境における
吸水と同程度の吸水を実現
（＝実環境と同じように腐食）

ＣＣＴ－Ｄは実環境と比較して
吸水が少ない

○
（良好）

×
（腐食が進行）


